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となり、文化的な伝統を尊重する心
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を育てるも
のである」。「二十一世紀を迎えた今、文化芸術により生み出される価値を生かして、これまで培われてきた伝統的な文化芸
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術を継承し、発展させる
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こと」。本条項は
あくまで―被教育者の―態度に着目するだけで、個人の内心にまで踏み込む条項ではないとする論法である。具体的教育目標
を明定した新教基法の教育現場への落とし込み段階での憲法的制約については、別稿（池田哲之「公教育における『教科』道
徳の位相―『教科』道徳の憲法的限界性―」）鹿児島女子短期大学『鹿児島女子短期大学紀要』第51号（2016年）で論じている
のでこれ以上立ち入らないが、本条項の特立により、伝統文化教育は、教育に関する根本法典の裏打ちをえて実施しえること
となった。
19）第165国会「衆議院教育基本法改正に関する特別委員会2006.11.1」（https://kokkai.ndl.go.jp./#/detail?mind）。
20）2019年度の研修会では、260名の定員にたいし参加者は144名で、定員充足率は５割強にすぎない。開催場所を東京に限定し、
夏季休業中とはいえ研修期日を平日の２日間に設定するだけでは、参加教員の絶対数の増加は見込み薄である。全国ブロック
別開催や開催期日の複数設定の検討が必要である。開催場所の借り上げ、協力講師への謝金支出等、それには３M のうち最低
１M（Money）の大幅増が不可欠となる。
21）伝統文化教育の実践報告あるいは教材開発を考察したものとして、中村哲編『「伝統や文化」に関する教育の性格と教材開発』
（銀河書籍、2019年）、安倍崇慶・中村哲編著『「伝統と文化」に関する教育課程の編成と授業実践』（風間書房、2012年）、人
間教育研究協議会編『伝統・文化の教育』（金子書房、2008年）他がある。また、定期刊行教育誌の『教職研修』（教育開発研
究所）は、2009年９月号で「伝統と文化を尊重する教育の充実」を特集し、さらに国立教育政策研究所は、全国の伝統文化教
育指定校（小・中・高等学校）における近年の実践報告を特設サイトで紹介している。後者は、伝統文化教育に腐心する学校
関係者の道標となるサイトであり、一見をお勧めしたい（https://nier.go.jp/kaihatsu/shiteikou-seikahoukoku-sonot_dentob.
html）。
22）1996年生まれ。３世梅若万三郎を祖父にもつ。能楽界では数少ない気鋭の若手女性能楽師。東京藝大邦楽科卒業後、東京を中
心に全国各地での舞台公演に臨む。
23）「大雑把な言い方だが、能は室町時代（14世紀）に始まった芸能である。ユネスコの文化遺産の第一回登録（2008年：筆者）に、
ほかの芸能に先んじて堂々指定された、世界最古の演劇である。その間さまざまな変化を経ながらも、大筋では原型を保って
きた日本の芸能のルーツでもある。現代でも、能の本質は変わることなく受け継がれ、いまも生きている」（多田富雄監修『あ
らすじで読む名作能50選』世界文化社、2015年）２頁。
24）多田、同書84頁。
25）（註）18）参照。
26）今般の授業実践にあたり、伝統文化に関する素養の不足を痛感した筆者（上畠）ではあるが、2020年６月、一般社団法人東洋
文化教育研究所研究員の一員にさいわい加えていただくことができ、伝統文化を継続的・専門的に学ぶ場をえるところとなっ
た。これからも伝統文化の意義・魅力を生徒たちに伝えるため、実践と研究の往還に努めてゆきたい。
（2021年１月13日　受理）
